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〈見守り情報〉

雑木林を売却したはずが、別の新たな原野を買わされた
● 過去に原野商法（値上がり見込みがほとんどないような原野や山林等の土地を、将来値上が
りするかのように偽って販売する手口）の被害に遭った人や、それらの土地を相続した人に、
「土地を高く買い取る」と持ち掛け、言葉巧みに売却額より高い値段の新たな土地も一緒に
購入させる二次被害の相談が見られます。

● 「土地を買い取る」「お金は後で返す」などと言われても、きっぱりと断り、絶対にお金を
支払わないようにしましょう。

● 宅地建物取引業の免許があっても、悪質な勧誘を行う業者もいるので、注意が必要です。

● 一度お金を支払ってしまうと、取り戻すのは困難です。不審な点を感じたら、苫小牧市消費
者センター（℡３３－６５１０）に相談しましょう。

〈子どもサポート情報〉

新生活！若者を狙うもうけ話に注意
● 大学生等になると、行動範囲が広がる一方で、言葉巧みに勧誘されてトラブルに巻き込まれ
るケースがあり、中には、高額なものを借金してまで契約させられるという例もみられます。

● 身近な友人や先輩、ＳＮＳやサークルで知り合った人に、マルチ取引やもうけ話の勧誘をさ
れることもあります。また、自分自身も友人を勧誘する側になり、人間関係を壊したり、金
銭トラブルに陥ったりすることもあるため、特に注意が必要です。

● もうけ話をうのみにせず、不必要な契約は勇気を出してきっぱりと断りましょう。
● 困ったときは、苫小牧市消費者センター（℡３３－６５１０）に相談しましょう。

（参考：国民生活センター ホームページ）

平成２９年度の相談傾向 〈苫小牧市消費者センター〉

○ 相談の受付状況

　平成２９年度の相談総数は１，７８１件で、前年度の１，４１０件と比較して３７１件増 
加しました。依然として、無理な契約をさせられるトラブル、身に覚えのない架空請求や不
当請求で取り立てられるケースがありました。商品・役務別では、アダルトサイト・出会い
系サイトやフリーローン・サラ金に関する相談が上位を占めています。

○ 相談者の年齢層

　年代別の相談状況を見ると、６０歳代の相談件数が最も多く、次いで５０歳代、７０歳以
上、４0歳代と続いています。また、前年度と比較すると、６０歳代と５０歳代の相談件数
が増加していますが、４０歳代と２０歳未満が減少しています。

○ 相談者の職業

　職業別に見ると、給与生活者が全体の３１．９％で最も多く、次いで家事従事者が２８．０
％、無職が２５．６％となっています。

困ったときは､ひとりで悩まず「苫小牧市消費者センター」へご相談ください
● 悪質商法､欠陥商品など消費生活上のお悩みは    ⇒ 電話 ３３－６５１０　
● 借金整理､過払金請求など借金に関するお悩みは ⇒ 電話 ３２－６１１９(多重債務相談専用)　　　　　　
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